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論 文 内 容 要 旨 
大脳皮質の神経回路は、様々な種類の神経細胞で構成され、それらの細胞達が協調しながら、
電気的に振動して機能する。パルブアルブミン陽性神経細胞（PV 細胞: parvalbumin-expressing 
cell）は、そのような神経細胞種のひとつで、神経回路のγ帯域（30-90Hz）での振動に寄与し

















LFP の振動の発生源を明らかにするため、電流源密度（CSD: current source density）解析と、
時間-周波数分析の一つである、Wavelet 分析を行った。 
その結果、PV-GAD67 マウスでは、アップ状態の持続時間が短くなり、その短いアップ状態
において、特に大脳皮質浅層でγ振動が弱く、深層でβ振動（15-30 Hz）が強くなった。一方、
SOM-GAD67 マウスでは、これらの異常は見られなかった。このような結果は、PV 細胞が細胞
種特異的に、γ振動とβ振動のバランスを保ちつつ、アップ状態の維持を行っていることを示唆
する物である。 
 

